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宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』

　
　
　
　
　
　

─
─
堀
景
山
改
訓
の
意
義
に
つ
い
て
─
─

高
橋　

俊
和

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

京
都
の
儒
学
者
堀
景
山
（
一
六
八
八
～
一
七
五
七
）
の
晩
年
の
弟
子
に
、
後
に
国
学
者
と
な
っ
た
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）
が
い

る
。
宝
暦
二
年
、
医
学
修
業
を
目
的
と
し
て
松
坂
か
ら
京
都
に
遊
学
（
一
七
五
二
～
一
七
五
七
）
す
る
宣
長
は
、
医
学
の
基
礎
教
養
と
し
て
の
漢

学
を
景
山
塾
に
寄
宿
し
て
学
ん
だ
。
青
年
期
の
宣
長
が
、
景
山
の
も
と
で
い
か
に
真
摯
に
か
つ
貪
欲
に
漢
学
を
修
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
。
そ

の
過
程
の
詳
細
は
、
筑
摩
版
宣
長
全
集
第
十
八
巻
に
収
載
す
る
種
々
の
漢
籍
か
ら
の
抜
粋
の
み
な
ら
ず
、『
在
京
日
記
』
や
漢
学
書
生
仲
間
と
や

り
取
り
し
た
書
簡
、
遊
学
中
の
メ
モ
（『
経
籍
』）
等
に
記
さ
れ
た
内
容
か
ら
具
体
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
は
、
宣
長
の
自
筆
稿
本
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
関
係
資
料
が
収
蔵
さ
れ
る
。
し
か
し
、
医
学
関
係

の
書
を
除
く
漢
籍
は
、
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
意
図
し
て
除
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
唯
一
残

る
漢
籍
が
、
師
景
山
の
改
訓
を
景
山
の
自
筆（
１
）本を

も
と
に
丹
念
に
書
き
入
れ
た
宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』（
三
十
巻
十
五
冊
）
で
あ
る
。

宣
長
が
書
き
込
み
し
た
所
持
本
は
、
慶
長
十
七
年
以
前
刊
の
古
活
字
版
で
あ（
２
）る。『

経
籍
』
に
は
、「
左
伝　

十
五　

四
拾
三
匁
」
と
メ
モ
書
き
が
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見
え
る
。
遊
学
中
に
四
十
三
匁
で
手
に
入
れ
た
版
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
最
初
に
訓
点
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
杜
預
注
『
春
秋
左
氏
伝
』
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
跋
刊
の
版
本
で
あ
る
。
全

巻
に
わ
た
る
施
点
は
、
景
山
の
曾
祖
父
堀
杏
庵
（
一
五
八
五
～
一
六
四
二
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
跋
文
も
杏
庵
で
あ
る
。
後
裔
の
景
山
に
し
て

み
れ
ば
、
堀
家
の
家
学
と
も
い
え
る
『
左
伝
』
の
訓
読
は
、
家
祖
と
し
て
誇
る
杏
庵
の
訓
点
を
踏
襲
す
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
杏
庵
と
景
山
に
は
百
年
ち
か
い
時
代
の
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
間
、
漢
唐
の
古
注
疏
に
基
づ
く
従
来
の
訓
読
法
に
、
宋
儒
の
新
注

の
訓
法
を
取
り
入
れ
た
貝
原
益
軒
の
『
点
例
』（
元
禄
十
六
年
刊
）
や
、
唐
音
に
通
じ
た
音
読
を
主
と
す
る
こ
と
を
説
く
太
宰
春
台
の
『
倭
読
要

領
』（
享
保
十
三
年
刊
）
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
訓
読
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
原
文
の
意
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
主
張
さ
れ
た
訓
法
で
あ
っ
た
。
春
台
は
「
薩
摩
ノ
僧
文
之
四
書
ヲ
読
ミ
、
羅
山
先
生
四
書
五
経
ヲ
読
テ
ヨ
リ
、
後
来

コ
レ
ニ
倣
フ
者
数
十
家
、
各
其
本
ア
リ
テ
世
ニ
行
ハ
ル
」（『
倭
読
要
領
』
巻（
３
）上）
と
言
う
。
江
戸
中
期
は
、
旧
来
の
博
士
家
の
古
点
か
ら
、『
桂

庵
和
尚
家
法
倭
点
』
を
源
流
と
す
る
新
注
の
訓
法
に
及
ぶ
「
数
十
家
」
が
自
ら
の
訓
み
を
展
開
す
る
と
い
う
、
漢
文
訓
読
史
に
お
い
て
は
、
ま
こ

と
に
不
安
定
な
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え（
４
）る。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
曾
祖
父
杏
庵
の
加
点
に
な
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
敢
え
て
改
訓
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
景
山
に
は
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
宣
長
の
訓
読
観
、
さ
ら
に
は
学
問
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
。
本
稿
で

は
、
景
山
点
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
（
一
）

　
宣
長
が
景
山
点
を
書
き
入
れ
た
版
本
は
、
二
巻
を
一
冊
と
し
た
全
三
十
巻
十
五
冊
で
あ
る
。
各
冊
の
末
尾
に
、
小
さ
く
墨
書
し
た
奥
書
が
あ
る
。

　
　

右
書
入
改
点
等
皆
是　

景
山
先
生
所
是
正
也　

予
以
其
自
筆
本
写
之
云
爾�

本
居
栄
貞
（
第
一
冊
・
巻
二
）
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右
春
秋
左
氏
伝
全
十
五
本
訓
点
国
読
旁
注
句
読
是　

景
山
屈
先
生
所
校
正
也　

予
以
其
自
書
之
本
写
之
全
部
正
畢
矣　

時
宝
暦
六
年
丙
子
年
六
月

二
日　
　

伊
勢
飯
高
春
庵
本
居
宣
長
謹
書
乎　

平
安
寓
居�

（
第
十
五
冊
・
巻
三
十
）

第
二
冊
か
ら
第
十
四
冊
の
奥
書
も
、
右
の
二
冊
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
記
さ
れ
る
が
、
第
四
冊
（
巻
八
・
宝
暦
三
年
癸
酉
十
月
三
十
日
）
以
降
の
各

冊
の
奥
書
に
は
、
み
な
訓
点
の
書
写
を
終
え
た
年
月
日
を
明
記
し
て
あ
る
。
第
五
冊
（
宝
暦
四
年
正
月
六
日
）・
第
六
冊
（
同
四
年
閏
二
月
十
三

日
）・
第
七
冊
（
同
四
年
五
月
二
日
）・
第
八
冊
（
同
五
年
二
月
八
日
）・
第
九
冊
（
同
五
年
四
月
八
日
）・
第
十
冊
（
同
五
年
六
月
朔
日
）・
第

十
一
冊
（
同
五
年
九
月
四
日
）・
第
十
二
冊
（
同
五
年
十
一
月
五
日
）・
第
十
三
冊
（
同
六
年
二
月
三
日
）・
第
十
四
冊
（
同
六
年
四
月
二
日
）・
第

十
五
冊
（
同
六
年
六
月
二
日
）
と
あ
っ
て
、
二
巻
一
冊
の
書
き
入
れ
に
、
各
冊
お
よ
そ
二
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。

　

景
山
塾
入
門
の
三
ヶ
月
後
（
宝
暦
二
年
五
月
二
十
五
日
）
に
、
景
山
の
男
蘭
沢
（
一
七
二
二
～
一
七
八
九
）
に
よ
る
『
左
伝
』
の
講
釈
が
始
ま

り
、
宣
長
は
そ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。
翌
三
年
の
十
一
月
に
は
「
二
日
夜
、
左
伝
会
読
之
始
、
以
二
七
之
日
会
之
」（『
在
京
日
記
』）
と
記
す
よ

う
に
、
会
読
の
形
態
を
と
っ
た
。
前
述
の
購
入
本
に
、
景
山
点
を
書
写
し
始
め
た
の
は
、『
左
伝
』
の
こ
の
講
釈
と
会
読
に
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
購
入
本
で
あ
る
。
書
き
入
れ
本
と
な
る
慶
長
古
活
字
本
は
、
本
来
白
文
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
宣
長
が
景
山
の
改
訓
を
そ
の
ま
ま
白
文
の
版
本
に
書
き
込
み
し
て
い
る
の
は
、
巻
十
八
の
三
丁
か
ら
後
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
購
入
本
に

既
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
訓
点
を
、
胡
粉
や
朱
で
消
し
、
あ
る
い
は
見
せ
消
ち
に
し
た
上
で
景
山
点
を
書
き
入
れ
て
い
る
。「
春
秋

左
氏
伝
序
」
か
ら
一
例
を
あ
げ
る
。　

　

胡
粉
の
下
の
訓
点
及
び
訂
正
の
朱
筆
が
、
印
刷
の
紙
面
に
鮮
明
に
浮
か
び
上
が

っ
て
こ
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
述
べ
る
。

胡
粉
で
消
さ
れ
て
い
る
が
、
古
活
字
本
に
最
初
に
付
さ
れ
た
訓
点
は
、
か
す
か
に

　
ａ
「
其　

微カ
ク
シレ　

顕
ア
ラ
ハ
ナ
ル
ヲ

　

闡ヒ
ラ
イ
テレ　

幽
カ
ク
レ
タ
ル
ヲ」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

（
序
）
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て
胡
粉
の
上
に
、
ｂ
「
其 

微㆐
ニ
シ（

レ
） 

顕㆐
ヲ 

闡㆐
シ（

レ
） 

幽㆐
ヲ
」
の
よ
う
に
、
改
め
て
音
読
み
を
示
す
竪
点
と
小
振
り
の
送
り
仮
名
が
添
え
ら
れ
る
（
返
り
点

は
、
次
の
ｃ
の
レ
点
の
下
に
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）。
そ
れ
は
さ
ら
に
朱
で
消
さ
れ
て
、
宣
長
の
筆
で
ｃ
「
其ノ 

微フ
カ
フ
シレ 

顕
ア
ラ
ハ
ナ
ル
ヲ 

闡ヒラ
キレ 

幽カ
ク
レ
タ
ル
ヲ」

と
景
山
点
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
私
に
は
ａ
と
ｂ
の
カ
タ
カ
ナ
は
そ
れ
ぞ
れ
別
人
の
筆
で
あ
り
、
宣
長
の
筆
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
宣
長
が
入
手
し
た
古
活
字
版
の
『
左
伝
』
に
は
、
宣
長
以
前
に
途
中
ま
で
で
は
あ
る
が
、
ａ
の
第
一
次
加
点
者
と
ｂ
の
第
二
次
加

点
者
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
次
・
第
二
次
の
施
点
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
胡
粉
で
消
さ
れ
た
訓
点
の
中
に
は
、
胡
粉
の
塗
り
が
薄
い

た
め
に
読
み
取
り
が
可
能
な
部
分
が
多
い
。
そ
れ
を
検
証
し
て
ゆ
く
と
、
施
点
は
寛
永
八
年
跋
刊
の
杏
庵
点
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
加
点
者
は
古
活
字
本
に
杏
庵
点
を
書
き
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
第
二
次
加
点
者
が
塗
沫
し
、
新
た
に

訓
点
を
施
し
た
。
第
二
次
加
点
者
の
こ
の
付
訓
に
目
立
つ
特
徴
は
、
助
字
を
主
と
す
る
独
特
の
訓
読
法
に
あ
る
。
通
常
の
訓
と
は
異
な
る
読
み
の

例
を
、
巻
三
と
巻
十
二
か
ら
拾
っ
て
み
る
。

　

巻
三
で
は
、
其ア
ニ

（
６
オ
）・
則コ
レ

（
６
ウ
）・
可ラ
ル

（
７
オ
）・
乃コ
コ
ニ（
11
オ
）・
者ト
キ

（
13
オ
）・
者ナ
ラ
ハ（
27
ウ
）・
以ヨ
リ
テ（
28
オ
）・
所タ
ル

（
24
オ
）・
於ア
ル
ハ（
27
ウ
）・

其ヘ
シ

（
27
ウ
）・
猶ヲ
ナ
シ（
32
ウ
）・
夫ヲ
ヨ
ソ（
34
オ
）・
為ヨ
リ

（
40
オ
）、
巻
十
二
で
は
、
能エ
テ

（
５
ウ
）・
請ヘ
シ

（
７
オ
）・
乃
タ
タ
チ
ニ（
７
ウ
）・
矣タ
リ

（
８
ウ
）・
其ケ
タ
シ（
10
オ
）

及マ
タ
ハ（
16
オ
）
な
ど
の
和
訓
が
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
。「
于
」
と
「
於
」
は
、
一
般
に
置
き
字
と
い
わ
れ
る
中
で
も
特
に
使
用
さ
れ
る
頻
度
の

高
い
助
字
で
あ
る
。「
降ルレ　

于ニ
二　

斉ノ　

師
一
」（
巻
三
７
オ
）・「
有テレ　

寵
レ　

於ニ

二　

僖　

公
一
」（
同
８
オ
）・「
盟スレ　

于ニ
二　

赤　

棘
一
」（
巻

十
二
１
オ
）・「
還リレ　

於ヨ
リ

二　

新　

築
一
」（
同
４
ウ
）
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
于
」「
於
」
に
訓
を
つ
け
て
直
接
読
ん
で
い
る
。
た
だ
し
宣
長
所

持
本
で
は
、
巻
十
八
ま
で
「
于
」「
於
」
の
置
き
字
は
直
接
訓
読
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
筆
に
よ
る
訂
正
・
見
せ
消
ち
は
巻
四
ま
で
で
あ
り
、
巻
五

か
ら
は
一
切
訂
正
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
独
特
の
訓
読
と
い
え
る
第
二
次
加
点
者
に
よ
る
こ
の
訓
法
は
、「
今
三
平
、
乃
取
解
説
之
法

而
施
諸
誦
読
。
幾
不
入
於
鄙
俗
」（
太
宰
春
台
「
対
客
論（
５
）文」）、
あ
る
い
は
「
例
ナ
キ
新
奇
ナ
ル
訓
訳
」（
江
村
北
海
『
授
業（
６
）編』
巻
之
三
）
と
批

判
さ
れ
な
が
ら
、
口
語
的
に
文
脈
に
即
し
て
読
み
を
あ
て
よ
う
と
し
た
宇
野
明
霞
の
訓
法
（
三
平
点
）
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の



宣長手沢本『春秋経伝集解』

— 123 —

こ
と
は
、『
明
霞
先
生
遺
稿
』
に
施
さ
れ
た
詩
文
の
読
み
や
、
明
霞
の
『
語
辞
解
』
を
修
補
し
た
釈
大
典
の
漢
語
文
典
『
文
語
解
』
の
語
例
と
、

比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ（
７
）る。

　

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
宣
長
が
入
手
し
た
古
活
字
本
に
は
、
何
某
氏
に
よ
っ
て
最
初
に
杏
庵
点
が
版
本
よ
り
移
点
さ
れ
、
次
に
そ
れ

を
胡
粉
で
消
し
た
人
物
に
よ
っ
て
明
霞（
８
）点が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宣
長
は
、
訓
法
の
姿
勢
を
異
に
す
る
二
つ
の

訓
点
を
修
正
し
な
が
ら
、
景
山
の
改
点
を
丹
念
に
写
し
て
い
た
。

　
　
　
　
（
二
）

　

こ
こ
で
順
序
と
し
て
、
最
初
に
書
き
込
ま
れ
た
堀
杏
庵
の
訓
読
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
の
杏
庵
点
に
関
し
て
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
要
を
得
た
も
の
と
し
て
、
上
野
賢
知
氏
の
「
堀
杏
庵
訓
点
の
春
秋
左
氏
伝

に
つ
い（
９
）て」
を
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
野
氏
は
こ
の
中
で
、
江
戸
期
の
『
左
伝
』
の
研
究
は
、
藤
原
惺
窩
門
の
四
天
王
、
つ
ま
り

林
羅
山
、
堀
杏
庵
、
那
波
活
所
、
松
永
尺
五
、
お
よ
び
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
と
り
わ
け
、
最
初
に
出
版
さ
れ
た

寛
永
八
年
跋
刊
の
堀
杏
庵
訓
点
本
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
杏
庵
訓
点
本
の
後
に
続
く
『
左
伝
』
に
関
わ
る
刊
本
、
す
な
わ
ち
『
音
注

全
文
春
秋
括
例
始
末
左
伝
句
読
直
解
』（
寛
文
元
年
刊
・
松
永
昌
易
訓
点
）、『
春
秋
左
氏
伝
注
疏
』（
寛
文
頃
・
何
某
氏
訓
点
）、『
首
書
春
秋
集

注
』（
享
保
九
年
刊
・
松
永
昌
易
訓
点
）
の
訓
読
の
い
ず
れ
も
が
、
ほ
と
ん
ど
杏
庵
の
訓
読
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
（
（（
（
る
。
加
え
て
言

え
ば
、
後
に
版
を
重
ね
て
流
布
す
る
那
波
魯
堂
に
よ
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
訓
点
本
が
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
板
行
さ
れ
る
ま
で
、
春
台

の
い
う
「
数
十
家
」（
前
掲
『
倭
読
要
領
』）
の
訓
法
は
、
杏
庵
点
の
刊
本
を
基
礎
に
し
て
改
訓
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
伊
藤
東
涯

（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）
の
手
沢
本
『
春
秋
左
氏
伝
』（
古
義
堂
文
庫
（
（（
（

蔵
）
な
ど
も
そ
の
一
例
で
、
元
禄
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
朱
筆
で
杏
庵

訓
点
本
に
改
点
を
加
え
、
そ
れ
を
会
読
で
使
用
し
て
い
た
。
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杏
庵
点
の
特
徴
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
野
氏
は
、
次
の
四
点
を
挙
げ
（
（（
（
る
。
①
句
読
点
を
施
さ
な
い
。
②
二
字
接
続
の
上
下
の
音
読

と
訓
読
を
、
左
右
の
竪
線
で
区
別
す
る
。
③
助
字
と
し
て
、「
コ
レ
」
と
読
む
場
合
の
「
之
」
を
読
ま
な
い
。
④
訓
読
語
が
多
く
、
国
文
読
み
に

近
い
。「
耋シ
レ

矣タ
リ

」「
往コ

ゾ歳
」「
軍
イ
ク
サ
ダ
チ
ス」「
誘
ア
ザ
ム
ク」「
恕
オ
モ
ン
ハ
カ
ル」「
威
カ
シ
コ
シ」「
欲スレ
求メ
マ
ク」「
奉
ツ
カ
ヘ
ンレ
馮ニ
」
を
例
示
す
る
。

③
と
④
の
内
容
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
分
析
し
て
み
る
。
例
え
ば
、
巻
十
九
〈
襄
公
二
十
九
年
〉
の
冒
頭
か
ら
わ
ず
か
三
丁
の
訓
点
を
調

べ
て
み
る
だ
け
で
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
せ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
て
示
せ
ば
、

Ａ　

訓
読
語
が
多
い
。「
城
（
キ
ヅ
）ク」「
来
（
キ
）テ　

盟
（
チ
カ
）フ」「
比タ
ク
ヒ
」「
及ト

」「

両

（
フ
タ
ツ
）ナ
カ
ラ
　

盛
（
サ
カ
リ
）ナ
ラ」「
有
（
タ
モ
）タ
ハレ　

国
（
ク
ニ
）ヲ」「
微イ
ヤ
シ
」「
不
二　

暇
（
イ
ト
マ
）ア
キ
　

跪
（
ヒ
ザ
マ
ヅ
）キ
　

処
（
ヲ
）ラ一
」「
寧ヤ
ス
ク　

処
（
ヲ
ラ
）ン
ヤ」

「
戸
ヘ
コ
ト
ニ」

Ｂ　

時
制
を
区
別
す
る
助
動
詞
を
読
み
添
え
る
。「
リ
」「
タ
リ
」「
ン
」「
ツ
」「
ヌ
」
な
ど
を
補
読
す
る
。「
踰
年セ
リ」「

死タ
リ」「

蕃タ
ラ
ン」「

弑シ
ツ」「

病ヌ
」

Ｃ　

文
末
に
、
断
定
の
意
を
表
す
助
動
詞
「
ナ
リ
」
や
助
詞
「
ゾ
」
を
読
み
添
え
る
。「
疏ス
ル
ナ
リ

レ　

我ヲ
」「
大
夫ノ　

家
臣ソ
」

Ｄ　

現
行
の
訓
読
で
は
、「
コ
レ
」
と
読
む
「
之
」
を
一
切
読
ま
な
い
。
起
点
を
表
す
「
自
」
も
置
き
字
と
し
て
不
読
で
あ
る
。「
以テ　

討ス　

之　

既ニ　

得ツ　

之　

矣
」「
至ル
二
自　

楚
一
」

Ｅ　

ク
語
法
を
用
い
る
。「
欲ス
レ　

依マ
ク二　

遣テ
レ　

使ヲ　

之　

比タ
ク
ヒ
ニ

一  

」

Ｆ　
「
レ
バ
則
」
で
は
な
く
、「
ト
キ
ハ
則
」
で
あ
る
。「
則
」
は
置
き
字
と
し
て
読
ん
で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
不ト
キ
ハ

レ　

見　

則　

終ニ　

不
レ　

言
」

Ｇ　

使
役
の
「
使
」
は
〈
一
二
点
〉
ま
た
は
〈
上
下
点
〉
と
〈
レ
点
〉
を
合
わ
せ
て
返
り
点
と
し
、
使
役
の
対
象
に
「（
ヲ
）
シ
テ
」
と
送
ら

ず
、「
使
」
を
直
接
「
シ
（
テ
）
～
シ
（
ム
）」
と
読
む
。「
ム使テ
二
レ　

札ヲ　

来　

聘セ
一
」。
ま
た
、「
使
」
の
左
下
の
返
り
点
は
、
連
語
の
場
合

「
使
レ　

○ 

─ 

○
」「
使
二　

○ 

─ 

○
一
」
の
二
つ
を
用
い
る
。「

ム使テ
二
下　

公　

冶ヲ一　

問ハ上
」「

ム使テ
二
レ　

印 

─ 

段ヲ　

往
一
」

Ｈ　

主
格
を
表
す
助
詞
「
カ
」
と
連
体
格
の
助
詞
「
カ
」
を
読
み
添
え
る
。「
子 

─ 
羽カ　

曰
」「
季 

─ 

孫カ　

家
」

Ｉ　

形
式
名
詞
の
「
コ
ト
」
を
読
み
添
え
る
。「
書コ
ト
ハ

二　

此ノ　

一 

─ 

年ヲ
一　

者
」
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Ｊ　

連
語
「
ト
云
フ
」
を
読
み
添
え
る
。「
何ノ　

常ト
云
コ
ト
カ

　

之　

有ラ
ン」

Ｋ　

杜
預
の
注
文
で
最
初
に
置
か
れ
る
「
言
」
を
、
解
釈
を
加
え
る
意
味
に
と
っ
て
「
い
ふ
こ
こ
ろ
（
ハ
）」
と
読
む
。「
言ハ　

王 

─ 

事　

無
レ

　

不ト
云
コ
ト

二　

堅 

─ 

固ナ
ラ一

」

Ｌ　

杜
預
の
注
文
で
、
原
因
・
理
由
を
表
す
場
合
に
、「
レ
バ
ナ
リ
」
を
読
み
添
え
る
。「
レ
ハ
ナ
リ

未タ
レ　

同カ
ラ二　

於　

上 

─ 

国ニ
一
」

　

杏
庵
点
は
訓
読
語
が
多
く
、
国
文
読
み
に
近
い
と
い
う
上
野
氏
の
指
摘
は
右
の
Ａ
～
Ｌ
に
あ
げ
た
よ
う
な
特
徴
を
内
に
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
寛
永
八
年
跋
刊
（
（（
（
本
の
跋
文
に
、
杏
庵
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

杉
田
氏
玄
与
、
欲
刊
訓
点
左
伝
、
以
行
四
方
、
属
予
求
善
本
、
予
嘉
此
書
之
裨
益
学
者
、
遍
考
数
本
、
正
字
画
之
紕
繆
、
改
和
訓
之
異
同
、

可
者
存
之
、
闕
者
補
之
、
以
俟
後
之
君
子
矣

　
『
左
伝
』
の
訓
点
本
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
杉
田
玄
与
は
、
杏
庵
に
善
本
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
杏
庵
は
、
数
本
調
査
し
て
字
画
の
誤
り
を

正
し
、
和
訓
の
異
同
を
改
め
た
。

　

と
す
る
な
ら
ば
、「
遍
考
数
本
」
の
中
で
、
と
り
わ
け
「
和
訓
之
異
同
」
に
つ
い
て
杏
庵
が
参
考
に
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
由
来
を
も
つ

『
左
伝
』
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
掲
『
倭
読
要
領
』
巻
上
に
、「
羅
山
先
生
四
書
五
経
ヲ
読
テ
ヨ
リ
、
後
来
コ
レ
ニ
倣
フ
者
数
十
家
」
と
あ

る
。
春
台
の
こ
の
言
及
を
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
杏
庵
が
参
酌
し
た
と
思
わ
れ
る
訓
点
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　

羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
が
『
春
秋
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
書
に
、
新
注
に
基
づ
く
『
春
秋
大
全
』
と
古
注
に
基
づ
く
『
春
秋
左
伝
注

疏
』
が
あ
る
。
両
書
に
取
り
組
ん
だ
羅
山
の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
手
校
本
が
、
現
在
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。『
五

経
大
全
』
の
一
つ
『
春
秋
大
全
』
は
、
汪
克
寛
の
『
春
秋
胡
伝
纂
疏
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
『
左
伝
』
訓
読
の
参
考

に
は
な
ら
な
い
。
一
方
の
『
左
伝
注
疏
』
は
、『
十
三
経
注
疏
』
の
中
の
一
つ
で
あ
る
が
、
羅
山
に
と
っ
て
『
十
三
経
注
疏
』
の
も
つ
意
味
は
特

別
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
上
雅
孝
氏
に
よ
る
一
連
の
詳
細
な
論
考
が
あ
（
（（
（

る
。
村
上
氏
は
そ
の
中
で
、「
羅
山
の
経
書
解

釈
の
理
想
は
、
古
注
の
訓
詁
・
新
注
の
義
理
と
い
う
特
質
を
あ
わ
せ
備
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
」（『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』
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三
三
七
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「『
毛
詩
注
疏
』
の
和
訓
は
、
清
家
点
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
全
面
的
に
継
承
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
和
訓
を
自
ら
の
方
針
で
取
捨
選
択
し
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
十
三
経
注
疏
』
の
訓
点
は
、
羅
山
点
に

古
点
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」（
同　

三
五
一
頁
）
と
言
わ
れ
る
。
羅
山
と
同
じ

惺
窩
門
の
一
人
で
あ
っ
た
杏
庵
の
和
訓
の
法
を
考
察
す
る
上
で
、
村
上
氏
の
こ
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。

　

前
に
、
杏
庵
点
の
特
徴
を
巻
十
九
〈
襄
公
二
十
九
年
〉
の
冒
頭
か
ら
拾
い
あ
げ
て
み
た
が
、
そ
の
Ａ
～
Ｌ
の
例
を
、
羅
山
点
と
清
原
家
点
と

で
、
こ
こ
で
改
め
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
杏
庵
点
は
寛
永
八
年
跋
刊
の
後
印
本
（
汲
古
書
院　

和
刻
本
経
書
集
成
本
）、
羅
山
点
は
『
左
伝
注

疏
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
（（
（
本
）、
清
原
家
点
は
宣
賢
（
一
四
七
五
～
一
五
五
〇
）
点
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清

家
文
庫
蔵
（
（（
（
本
）
に
よ
る
。
た
だ
し
宣
賢
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
点
（
送
り
仮
名
）
を
併
用
し
て
い
る
。
左
の
表
で
は
、
仮
名
点
で
統
一
し
た
。
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一
瞥
す
る
に
、
杏
庵
点
・
羅
山
点
と
も
に
、
ほ
ぼ
宣
賢
点
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
送
り
仮
名
や
返
り
点
の
一
部
に
、
わ
ず
か
に
相

違
が
見
ら
れ
る
が
（
表
中
の
○
印
）、
そ
れ
は
村
上
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
清
家
点
の
全
面
的
な
継
承
で
は
な
く
、
杏
庵
・
羅
山
と
も
に
自
ら
の

考
え
で
和
訓
を
取
捨
選
択
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
杏
庵
は
羅
山
点
の
『
左
伝
注
疏
』
を
介
し
て
古
注
の
訓
読
で
あ
る
清
家

点
に
触
れ
た
か
、
あ
る
い
は
清
家
点
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
直
接
参
考
に
し
た
か
。
そ
れ
と
も
両
方
か
ら
参
酌
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

る
。
羅
山
手
校
本
『
左
伝
注
疏
』
の
識
語
に
、

　
　

左
氏
伝
一
部
点
之
、
此
歳
自
季
秋
至
仲
冬
終
、
其
巻
訖
、
蓋
口
授
侍
側
者
筆
之
、
而
又
一
電
瞩
焉
、
粗
為
校
正
也

　
　
　
　
　
　
　

寛
永
四
年
丁
卯
十
一
月
二
十
七
日
夕　
　

羅
山
叟　

道
春
誌

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
羅
山
林
先
生
集
附
（
（（
（
録
』
巻
第
二
〈
年
譜
下
〉
の
寛
永
十
二
年
の
条
に
は
、「
秋
冬
之
際
、
再
覧
十
三
経
注
疏
、
加
点
朱
於

注
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
村
上
氏
は
、「（
羅
山
の
）
寛
永
四
年
の
加
点
は
、
本
文
の
み
で
、
注
文
に
加
点
が
及
ん
だ
の
は
、
そ

の
八
年
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」（
前
掲
書
四
五
六
頁
）
と
断
定
さ
れ
た
。『
春
秋
左
伝
注
疏
』
は
、
晋
の
杜
預
注
、
唐
の
孔
頴
達
疏
を
合
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わ
せ
た
も
の
だ
が
、
羅
山
本
の
疏
に
は
全
く
施
点
の
跡
が
な
い
。『
左
伝
』
本
文
に
付
さ
れ
た
訓
点
は
、
や
や
大
き
く
太
い
筆
で
、
注
文
の
そ
れ

は
小
さ
く
細
い
。
点
を
加
え
た
時
期
が
違
う
と
い
う
一
つ
の
証
拠
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
羅
山
手
校
本
『
左
伝
注
疏
』
の
加
点
が
、
本
文
は
寛
永

四
年
、
注
文
は
寛
永
十
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杏
庵
本
が
寛
永
八
年
跋
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
と
き
、
杏
庵
が
羅
山
の
『
左
伝
』

本
文
の
訓
点
を
見
て
い
た
可
能
性
は
無
い
と
は
い
え
な
い
に
し
ろ
、
杜
注
に
加
え
ら
れ
た
点
を
見
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、
羅
山

が
杏
庵
点
の
付
さ
れ
た
刊
本
を
参
照
に
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
二
人
の
師
で
あ
る
藤
原
惺
窩
が
、
新
注
の
意
で
加
点
し
た
『
五
経
白
（
（（
（

文
』（
跋
文
は
羅
山
）
が
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
安
田
安

昌
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
『
春
秋
経
』
を
比
較
検
証
す
る
と
、
杏
庵
点
・
羅
山
点
と
大
体
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
が
、
よ
り
清

家
点
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
惺
窩
の
新
注
の
訓
読
が
、
古
注
の
訓
読
を
基
盤
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
惺
窩
点
の
『
春
秋
経
』、

羅
山
点
の
『
左
伝
』
の
本
文
を
杏
庵
が
参
考
に
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
杜
預
の
注
文
ま
で
点
を
加
え
、
そ
れ
が
同
じ
く
清
家
点
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
杏
庵
が
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
要
と
し
て
参
酌
し
て
い
た
の
は
、
清
原
宣
賢
の
訓
点
本
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
三
）

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
寛
永
八
年
跋
刊
本
に
は
、
清
原
家
の
古
点
を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
訓
読
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
貝
原
益

軒
が
『
点
例
』
で
提
唱
し
た
訓
法
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
後
々
改
点
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
学
問
は
、
経
伝
の
本
文
と
注
意
を
よ
く
見
わ
か
ち
て
、
訓
点
を
正
し
く
し
て
あ
や
ま
ら
ざ
る
を
よ
し
と
す
。
訓
点
も
し
あ
や
ま
り

ぬ
れ
ば
、
義
理
も
又
ち
が
へ
り
。
い
に
し
へ
本
朝
に
も
漢
唐
の
古
注
を
用
ひ
、
近
代
に
い
た
り
て
も
し
か
り
。
故
に
其
義
は
古
注
疏
に
し
た

が
ひ
、
訓
点
は
官
家
に
つ
た
は
り
、
其
訓
点
の
法
例
誠
に
古
雅
な
れ
ば
、
随
ひ
用
べ
き
事
云
に
及
ば
ず
。
し
か
れ
ど
も
宋
儒
の
新
注
に
を
い
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て
は
、
其
義
古
注
疏
に
か
は
り
ぬ
れ
ば
、
こ
と
ご
と
く
古
点
に
し
た
が
ひ
が
た
し
。	

�

（「
訓
点
新
例
（
（（
（
序
」）

こ
こ
に
は
、
官
家
の
古
点
が
古
注
疏
に
し
た
が
っ
た
古
雅
な
訓
法
で
あ
っ
て
、
倣
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
新
注
の
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
古
点
の
和
訓
を
採
用
す
る
の
は
注
釈
の
内
容
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
疑
義
を
さ
し
は
さ

む
。
そ
し
て
、

先
注
ヲ
詳
ニ
考
ヘ
テ
、
義
理
ヲ
明
ニ
シ
、
注
意
ニ
合
ハ
ン
コ
ト
ヲ
求
ム
。
次
ニ
字
義
ヲ
能
考
ヘ
正
ス
ベ
シ
。
訓
ニ
ヨ
ム
ト
、
テ
ニ
ハ
ト
ハ
古

雅
ナ
ル
ベ
シ
。
訓
モ
、
テ
ニ
ハ
モ
麗
飾
ノ
語
ト
鄙
俗
ノ
言
ヲ
禁
ズ
。
又
訓
モ
、
テ
ニ
ハ
モ
無
用
ノ
贅
言
ヲ
不
用

（「
経
伝
訓
点
ノ
凡
例
」『
点
例
』
巻
之
上
）

と
い
う
ご
と
く
、
注
の
文
意
に
合
っ
た
義
理
を
明
ら
か
に
し
て
、「
麗
飾
ノ
語
ト
鄙
俗
ノ
言
ヲ
禁
」
じ
、「
無
用
ノ
贅
言
ヲ
」
用
い
る
べ
き
で
は

な
い
と
付
言
し
た
。
漢
文
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
字
義
・
文
義
に
即
し
た
適
正
な
訓
と
テ
ニ
ハ
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
訓

読
の
簡
素
化
と
音
読
の
傾
向
の
芽
生
え
を
意
味
し
て
い
る
。『
点
例
』
は
、
官
家
点
の
古
雅
な
る
訓
法
を
是
認
し
な
が
ら
、
漢
文
の
義
理
を
重
視

し
た
こ
と
か
ら
、
簡
素
化
し
た
訓
読
の
新
し
い
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
啓
蒙
の
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
注
の
訓
読
を
き
っ
か
け
と
し
た
益

軒
の
こ
の
考
え
が
古
注
疏
の
訓
読
に
も
波
及
し
、
江
戸
中
期
の
訓
読
界
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
、
結
果
と
し
て
春
台
の
言
う
ご
と
く
「
数
十

家
」
の
訓
法
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
諸
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
き
に
述
べ
た
杏
庵
点
の
特
徴
（
Ａ
～
Ｌ
）
の
中
で
、「
麗
飾
ノ
語
ト
鄙
俗
ノ
言
」
の
程
度
の
判
断
は
難
し
い
が
、『
点
例
』
で
は
Ｇ
と
Ｆ
は

Ｇ　

使シ
テ

二
シ
ム

下　

門　

人ヲ
一　

為ラ
上
レ　

臣
。
カ
ヤ
ウ
ニ
カ
ヘ
リ
点
多
ク
ナ
レ
バ
紛
レ
テ
ア
シ
シ
。�

（
使
ノ
字
ノ
点
例
）

Ｆ　

然
ラ
バ
則
ト
ヨ
マ
ズ
シ
テ
然
ル
ト
キ
ハ
則
ト
ヨ
ム
説
ア
リ
。
‥
‥
‥
時
ノ
字
ヲ
加
ル
ハ
、
ム
ヅ
カ
シ
ク
詞
多
ク
ナ
リ
テ
、
無
用
ノ
贅
言
蛇
足

ノ
如
シ
。�

（
則
ノ
字
ヲ
ヨ
ム
例
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
贅
言
」
と
い
う
意
味
で
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
の
時
制
の
助
動
詞
は
「
古
雅
ナ
ル
」
テ
ニ
ハ
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

が
、
Ｉ
の
形
式
名
詞
「
コ
ト
」、
Ｊ
の
連
語
「
ト
云
フ
」
な
ど
の
読
み
添
え
語
は
、
益
軒
に
言
わ
せ
れ
ば
「
無
用
ノ
贅
言
」
に
属
す
る
語
と
な
ろ
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う
。

　

文
章
の
義
理
を
重
ん
じ
た
益
軒
の
訓
読
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
次
世
代
に
新
し
い
時
代
を
築
く
徂
徠
・
春
台
の
訓
読
観
に
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
。
徂
徠
の
訓
読
に
対
す
る
考
え
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊
の
字
典
『
訳
文
筌
蹄
』（
巻
首
）
題
言
十
則
と
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

刊
の
『
訓
訳
示
蒙
』（
巻
一
）
に
ま
と
ま
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
徂
徠
は
「
和
訓
廻
環
之
読
」、
つ
ま
り
従
来
の
訓
読
そ
の
も
の
を
基
本
的
に
認

め
な
い
。
訓
読
を
排
し
て
、
華
音
に
よ
る
直
読
を
真
の
読
書
法
と
す
る
。

・
今
時
ノ
和
人
和
訓
ヲ
常
格
ニ
守
リ
テ
和
訓
ニ
テ
字
義
ヲ
知
ン
ト
ス
ル
ユ
ヘ
一
重
ノ
皮
膜
ヲ
隔
ツ
ル
ナ
リ�

（『
訓
訳
示
蒙
』）

・
悉
ク
古
ヨ
リ
日
本
ニ
習
来
ル
和
訓
ト
云
フ
モ
ノ
ト
字
ノ
反
リ
ト
云
モ
ノ
ト
ヲ
破
除
ス
ヘ
シ�

（
同
右
）

・
読
書
欲
速
離
和
訓
。
此
則
真
正
読
書
法
。�

（『
訳
文
筌
蹄
』）

　

こ
れ
は
、
徂
徠
が
首
唱
し
た
古
文
辞
学
の
方
法
論
を
支
え
る
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
堀
景
山
に
対
し
て
回
答
し
た
次
の

言
説
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
瞭
に
窺
え
る
。

今
人
率
不
習
事
与
辞
。
而
以
伝
注
解
経
。
乃
曰
。
古
之
道
吾
豈
不
知
乎
。
殊
不
知
経
者
古
也
。
伝
注
者
今
也
。
以
伝
注
解
経
者
。
以
今
視
古

者
也
。
非
通
古
者
也
。
故
不
佞
喩
諸
仮
倭
訓
以
求
通
華
言
焉
。
夫
善
学
華
言
者
。
不
仮
倭
訓
。
直
学
華
言
。
々
々
明
。
而
倭
訓
之
謬
。
自
見

矣
。�

（『
物
屈
論
文
書
』〈
再
復
屈
君
燕
（
（（
（

書
〉）

　

と
こ
ろ
が
徂
徠
は
、

崎
陽
之
学
。
世
未
甚
流
布
。
故
又
為
寒
郷
無
縁
者
。
定
為
第
二
等
法
。
先
随
例
授
以
四
書
小
学
孝
経
五
経
文
選
類
教
以
此
方
読
法
。

（『
訳
文
筌
蹄
』）

と
い
う
。
唐
音
読
み
が
困
難
な
現
実
を
考
慮
に
入
れ
ざ
る
を
得
ず
、「
第
二
等
法
」
と
し
て
わ
が
国
の
訓
読
の
使
用
を
、
消
極
的
な
意
味
に
お
い

て
認
め
る
の
で
あ
（
（（
（
る
。
徂
徠
の
こ
の
考
え
方
を
保
持
し
た
ま
ま
、
訓
点
・
訓
読
に
関
す
る
所
見
を
展
開
し
た
の
が
、
春
台
の
『
倭
読
要
領
』（
三

巻
）
で
あ
っ
た
。
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中
華
ノ
書
ヲ
読
ム
ハ
、
中
華
ノ
音
ヲ
以
テ
、
上
ヨ
リ
順
下
ニ
読
テ
、
其
義
ヲ
得
ル
ヲ
善
ト
ス
レ
ド
モ
、
吾
国
ノ
人
ニ
シ
テ
、
華
音
ノ
読
ヲ
習

フ
コ
ト
容
易
ナ
ラ
ネ
バ
、
已
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
、
倭
語
ノ
読
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
然
レ
バ
文
義
ヲ
ダ
ニ
失
ハ
ズ
ハ
、
其
読
法
ハ
人
人
ノ
心
ニ
任
ス

ベ
シ
、
何
ゾ
必
シ
モ
門
戸
ヲ
立
テ
、
一
家
ノ
法
ヲ
定
ン
ヤ	

�

　
（
巻
上
「
倭
読
ノ
総
説
」）

　

春
台
は
、
倭
訓
の
五
つ
の
害
（
１
字
音
の
混
同　

２
字
義
の
混
同　

３
句
法
・
字
法
の
喪
失　

４
助
語
辞
の
遺
漏　

５
句
読
の
不
明
）
を
巻
中

で
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
で
も
訓
読
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
徂
徠
と
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
り
「
已
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
」
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
文
義
ヲ
ダ
ニ
失
ハ
ズ
」
と
い
う
こ
と
が
、
訓
読
に
際
し
て
唯
一
求
め
ら
れ
て
い
る
条
件
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

訓
読
の
簡
素
化
を
、
益
軒
よ
り
前
に
す
で
に
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
崎
門
派
山
崎
闇
斎
の
訓
（
（（
（
法
（
嘉
点
）
が
、
徂
徠
と
春
台
に
徹
底
し
て
批
判
さ

れ
る
の
は
、
文
義
・
字
義
に
意
を
注
い
で
い
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
益
軒
が
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
義
理
を
重
視
す
る
訓
読
の

考
え
方
は
、
華
音
読
み
を
理
想
と
し
た
徂
徠
派
の
消
極
的
な
訓
読
観
に
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
文
義
ヲ
ダ
ニ
失
ハ
ズ
ハ
」
を
受

け
て
、「
其
読
法
ハ
人
人
ノ
心
ニ
任
ス
ベ
シ
」
と
春
台
は
述
べ
る
。
訓
読
は
中
華
の
言
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
の
翻
訳
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
漢
文
の
義
理
さ
え
通
じ
て
い
れ
ば
、
一
家
の
訓
法
を
取
り
立
て
て
定
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
一
つ
の
心
構
え
が
要

求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

点
ハ
ト
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
読
ベ
シ
、
只
点
ニ
目
ヲ
ツ
ケ
ズ
、
本
文
ニ
目
ヲ
ツ
ケ
テ
、
中
華
ノ
人
ノ
読
法
ノ
如
ク
、
上
ヨ
リ
順
ニ
読
ク
ダ
ス
意
ニ

テ
、
其
文
義
ヲ
尋
求
ム
ベ
キ
ナ
リ
、（
中
略
）
既
ニ
其
旨
ヲ
得
テ
ハ
、
点
ハ
読
ム
者
ノ
心
ニ
在
リ
、
其
極
功
ヲ
イ
フ
ト
キ
ハ
、
点
ヲ
捨
テ
、

中
華
ノ
人
ノ
心
ニ
ナ
リ
テ
、
心
ト
目
ト
ヲ
用
テ
、
漢
語
ノ
読
ヲ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
真
ノ
読
書
ト
イ
ヒ
ガ
タ
シ
、
是
読
書
ノ
第
一
義
ナ

リ
、�

（
巻
中
）

訓
点
は
読
む
。
し
か
し
、「
心
」
と
「
目
」
は
上
か
ら
順
に
読
み
下
す
と
い
う
心
の
用
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徂
徠
の
「
唯
々
心
目
双
照
、
始
得

窺
其
境
界
」（『
訳
文
筌
蹄
』
巻
首
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
已
む
を
得
な
い
と
す
る
訓
読
の
背
後
に
、
理
想
と
す
る
唐
音
に
よ
る
直
読
の
意
識
を
据

え
て
い
る
。
古
文
辞
学
が
一
世
を
風
靡
し
た
の
は
、
享
保
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
の
中
頃
か
ら
寛
延
（
一
七
四
八
～
一
七
五
〇
）
に
か
け
て



日本漢文学研究３

— 132 —

で
あ
る
。
古
文
辞
学
の
流
行
と
と
も
に
、
徂
徠
・
春
台
の
訓
読
観
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
訓
読
界
の
中
に
あ
っ
て
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
那
波
魯
堂
点
の
『
春
秋
左
氏
伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
杏
庵
の
訓
点
本

の
出
版
以
来
、
百
二
十
年
余
り
を
経
て
の
和
刻
本
で
あ
る
。
そ
の
間
、『
左
氏
伝
』
の
訓
点
本
は
他
に
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
魯
堂
（
一
七
二
七

～
一
七
八
九
）
は
、
惺
窩
の
門
下
で
あ
っ
た
那
波
活
所
の
玄
孫
に
あ
た
る
が
、
か
つ
て
岡
白
駒
に
師
事
し
て
徂
徠
学
を
学
ん
だ
儒
者
で
あ
る
。
魯

堂
と
同
時
代
を
生
き
た
江
村
北
海
（
一
七
一
三
～
一
七
八
八
）
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
世
上
ニ
、
新
刻
ノ
左
伝
ト
称
ス
ル
ハ
、
往
年
那
波
魯
堂
ノ
ツ
ケ
シ
訓
点
ニ
テ
ヨ
ロ
シ
、
凡
ソ
和
刻
ノ
書
ノ
訓
点
、
セ
メ
テ
ア
レ
ホ
ド
ニ
ハ

ア
リ
タ
キ
事
ナ
リ�

（『
授
業
編
』
巻
之
二
）

　

北
海
が
評
価
す
る
魯
堂
の
訓
点
本
は
、
宝
暦
五
年
本
が
初
刻
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
再
刻
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
三
刻
と
版
を

重
ね
る
。
杏
庵
点
と
比
較
す
る
に
、
魯
堂
点
は
音
読
み
が
多
く
、
送
り
仮
名
が
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
杏
庵
訓
点
本
に
は
な
い
句
読
点
を
新
た

に
付
し
て
い
る
。
魯
堂
が
生
き
た
時
代
は
、
漢
唐
訓
詁
学
に
基
づ
く
古
点
の
優
雅
な
訓
法
が
主
流
と
な
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
漢
文
の
義
理
を

い
か
に
正
確
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
訓
法
で
あ
っ
た
。

大
抵
点
ノ
ツ
ケ
ヤ
ウ
ハ
、
音
ト
訓
ト
ノ
マ
ク
バ
リ
ヲ
勘カ
ン

ガ
エ
、
音
ハ
多
キ
方
、
訓
ハ
少
キ
方
ニ
従
ヒ
、
コ
レ
ヲ
誦
シ
テ
口
中
サ
ワ
ヤ
カ
ニ
、

是
ヲ
聞
テ
耳
ニ
タ
ヽ
ズ
、
訓
ハ
、
ナ
ル
タ
ケ
古
雅
ナ
ル
ヲ
用
ユ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
余
リ
マ
ワ
リ
遠
キ
訓
ヲ
省
キ
、
又
卑
俗
ナ
ル
訓
ノ
ナ
キ
ヤ
ウ

ニ
心
ヲ
用
ユ
ベ
シ	
�

（
同
右
、
巻
之
三
）

魯
堂
の
訓
点
を
「
セ
メ
テ
ア
レ
ホ
ド
ニ
ハ
ア
リ
タ
キ
事
ナ
リ
」
と
賞
賛
す
る
北
海
の
評
言
は
、
右
の
一
節
か
ら
見
て
前
述
の
益
軒
の
『
点
例
』
に

拠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
節
に
続
く
次
の
文
章
か
ら
は
、
徂
徠
や
春
台
の
訓
読
観
を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

世
ノ
唐
音
ニ
通
ジ
タ
ル
人
ハ
、
唐
音
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
、
タ
ト
ヘ
文
芸
ニ
名
高
ク
テ
モ
、
靴
ヲ
ヘ
ダ
テ
ヽ
カ
ユ
キ
ヲ
掻
ク
ニ
似
テ
、
畢
竟
吾
邦

ギ
リ
ノ
文
芸
ニ
テ
、
一
詩
一
文
、
モ
ロ
コ
シ
人
ヘ
シ
メ
シ
難
シ
、
サ
レ
バ
、
文
芸
ニ
志
ス
人
ハ
、
モ
ッ
ト
モ
唐
音
ヲ
学
ブ
ベ
シ
ト
云
、
又
唐
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音
ヲ
知
ラ
ヌ
人
ハ
、
眼
ア
リ
テ
書
ヲ
読
ミ
、
心
ア
リ
テ
剪
裁
ス
、
眼
ト
心
ト
相
謀
リ
テ
、
学
業
ハ
成
就
ス
ル
事
ニ
テ
、
音
ノ
異
同
ハ
ア
ヅ
カ

ル
事
ナ
シ
ト
云
、
両
方
ト
モ
一
理
ハ
ア
レ
ド
モ
、
イ
ハ
バ
互
ニ
過
激
ア
リ
テ
、
至
公
ノ
論
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ
、
故
ニ
余
二
ツ
ヲ
折
衷
シ
テ
、

此
ニ
論
列
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、　�

（
同
右
、
巻
之
三
）

　

訓
読
を
隔
靴
掻
痒
と
し
て
排
斥
す
る
「
唐
音
ニ
通
ジ
タ
ル
人
」
と
、「
心
」
と
「
眼
」
で
書
は
読
解
で
き
る
と
し
た
「
唐
音
ヲ
知
ラ
ヌ
人
」
の

主
張
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
理
は
あ
る
も
の
の
「
互
ニ
過
激
」
な
考
え
方
だ
と
見
て
い
る
。
そ
こ
で
北
海
は
、
両
者
を
折
衷
し
た
考
え
を
「
至
公
ノ

論
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
魯
堂
訓
点
本
に
対
す
る
高
い
評
価
を
、
そ
の
観
点
か
ら
下
し
た
。
漢
文
の
義
理
さ
え
貫
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
訓

読
法
は
自
由
で
あ
る
と
言
っ
た
の
は
徂
徠
派
の
春
台
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
魯
堂
点
の
『
春
秋
左
氏
伝
』
は
、
版
を
重
ね
て
流
布
し
た
。
そ
れ

は
、
魯
堂
点
が
、
北
海
の
い
う
「
至
公
ノ
論
」
に
則
っ
た
最
も
標
準
的
な
『
左
伝
』
の
訓
読
と
し
て
、
当
時
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
四
）

　　

堀
景
山
点
の
『
左
伝
』
を
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み
た
い
。
男
の
蘭
沢
は
、
那
波
魯
堂
と
没
年
（
寛
政
元
年
・
一
七
八
九
）
を
奇
し
く
も
同
じ
く

す
る
。
時
代
的
経
験
を
ほ
ぼ
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
蘭
沢
が
、
寛
永
八
年
跋
刊
の
後
印
本
『
春
秋
左
伝
』（
三
十
巻
十
五
冊
）
に
改

点
を
書
き
加
え
た
も
の
が
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
の
裏
表
紙
に
、
朱
で
「
宝
暦
八
年
戊
寅
秋
九
月

十
四
日　

朱
書
整
」
と
記
し
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
、
ま
た
第
十
五
冊
の
識
語
に
は
、「
臣
平
安
屈
正
亮
改
点
」（
正
亮
は
蘭
沢
の
名―

稿
者
注
）
と

あ
る
。
杏
庵
点
の
版
本
で
、
改
め
る
訓
点
箇
所
に
は
胡
粉
を
塗
り
、
そ
の
上
に
新
た
に
書
き
入
れ
て
い
る
。
宣
長
が
写
し
た
景
山
の
自
筆
本
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
蘭
沢
本
と
同
じ
体
裁
で
改
訓
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦
五
年
に
没
し
た
父
景
山
の
改
訓
本
を
、
蘭
沢
は
当
然
参
考
に

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
辺
り
の
事
情
を
整
理
す
る
意
味
で
、
宣
長
手
沢
本
に
書
き
込
ま
れ
た
景
山
点
を
、
こ
の
蘭
沢
点
と
刊
本
（
宝
暦
五
年
版
）
の
魯
堂
（
（（
（
点
と
対

比
し
て
み
る
。
杏
庵
点
・
清
家
点
・
羅
山
点
と
の
比
較
を
兼
ね
て
、
前
に
取
り
あ
げ
た
杏
庵
点
の
特
徴
（
Ａ
～
Ｌ
）
の
語
句
例
を
用
い
る
。
例
の

上
に
＊
印
を
付
け
て
あ
る
の
は
、
杏
庵
点
の
訓
み
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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景
山
点
、
蘭
沢
点
、
魯
堂
点
の
中
で
、
加
点
の
時
期
は
、
宣
長
手
沢
本
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
景
山
の
改
点
が
宝
暦
三
年
以
前
に
成

り
、
次
い
で
刊
本
の
魯
堂
点
（
宝
暦
四
年
序
・
五
年
刊
）、
そ
し
て
蘭
沢
点
（
宝
暦
八
年
）
の
順
で
あ
る
。
三
点
と
も
、
そ
れ
ま
で
に
日
本
で
出

版
さ
れ
て
い
た
前
掲
の
林
堯
叟
注
『
左
伝
句
読
直
解
』
や
、
杜
預
注
・
孔
頴
達
疏
の
『
左
伝
注
疏
』
に
示
さ
れ
る
解
釈
を
、
当
然
参
考
に
し
た
上

で
の
加
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
景
山
点
に
若
干
残
る
杏
庵
点
の
跡
を
み
れ
ば
、
景
山
は
訓
読
で
は
曾
祖
父
杏
庵
の
祖
点
を
も
と
に
改
訓
し
、

蘭
沢
は
父
の
景
山
点
を
参
酌
し
な
が
ら
杏
庵
点
を
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
景
山
、
蘭
沢
、
魯
堂
の
三
人
の
点
に
は
、
音
読
み
が
多
く
な

り
、
益
軒
の
い
う
「
無
用
ノ
贅
言
」
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
点
本
に
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
三
者
共
通
し
て
い
る
。
清

家
点
、
杏
庵
点
、
羅
山
点
の
い
わ
ゆ
る
古
点
に
よ
る
訓
読
と
は
、
明
ら
か
に
別
の
も
の
で
あ
る
。
一
覧
表
に
＊
印
を
付
し
た
杏
庵
点
と
同
じ
語
句

例
の
数
を
比
べ
て
み
て
も
、
魯
堂
点
が
杏
庵
点
か
ら
最
も
離
れ
た
訓
読
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
景
山
点
で
は
『
点
例
』
で
贅
言
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
「
ト
キ
ハ
則
」、
蘭
沢
点
で
は
同
じ
く
「
ト
キ
ハ
則
」
と
「
使
」
の
字
の
訓
点
が
杏
庵
点
を
踏
襲
し
て
い
る
。
景
山
点
よ
り
も
男
の
蘭
沢
点

の
方
が
、
よ
り
杏
庵
点
の
名
残
を
と
ど
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
訓
点
に
対
す
る
考
え
方
を
同
じ
く
し
て
も
、
具
体
的
な
付
訓
が
ま
だ
一
定
の
も
の

と
し
て
、
定
着
し
て
い
な
い
当
時
の
状
況
を
語
っ
て
い
よ
う
。

　

近
世
に
入
り
、
杏
庵
点
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
基
本
的
な
読
み
と
し
て
世
に
重
宝
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
宝
暦
五
年
に

魯
堂
の
訓
点
本
が
新
し
い
読
み
を
公
に
す
る
が
、
そ
の
魯
堂
訓
点
本
の
出
現
を
待
つ
こ
と
な
く
、
す
で
に
景
山
は
古
点
に
基
づ
く
杏
庵
の
読
み
か

ら
離
れ
て
い
た
。
景
山
が
父
祖
伝
来
の
訓
点
を
も
と
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
改
め
た
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

杏
庵
以
来
、
堀
家
は
代
々
朱
子
学
を
も
っ
て
奉
ず
る
。
し
か
し
、
景
山
は
「
愚
拙
、
経
学
は
朱
子
学
を
主
と
す
る
事
な
れ
ど
も
、
詩
と
云
も

の
ゝ
見
や
う
は
、
朱
子
の
注
そ
の
意
を
得
ざ
る
こ
と
也
」（『
不
尽
（
（（
（
言
』）
と
述
べ
て
、
人
情
に
つ
な
が
る
『
詩
経
』
観
に
つ
い
て
は
朱
子
注
を
批

判
し
た
。
そ
れ
が
古
義
学
や
古
文
辞
学
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
景
山
は
、
父
玄
達
の
代
か
ら
古
義
堂

の
仁
斎
・
東
涯
と
交
遊
し
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
は
、
徂
徠
と
の
二
度
に
わ
た
る
往
復
書
簡
に
よ
っ
て
古
文
辞
学
を
論
難
し
、
持
論
を

展
開
し
た
（
景
山
三
十
九
歳
）。
そ
し
て
そ
の
翌
年
、
黄
檗
僧
大
通
元
信
に
唐
音
を
学
ん
で
い
る
。
春
台
の
『
倭
読
要
領
』
が
出
版
さ
れ
る
前
年
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の
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
学
者
で
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
景
山
で
あ
れ
ば
、
曾
祖
父
点
の
改
訓
に
際
し
て
も
、
一
つ
の
見
識
を
も
っ
た
考

え
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）、
景
山
五
十
五
歳
の
と
き
の
著
作
と
思
わ
れ
る
『
不
尽
言
』
に
、
彼
の
訓
読
観
が
示
さ
れ

て
い
る
。

・
文
字
は
中
華
の
物
な
る
を
、
日
本
に
て
は
日
本
の
語
意
を
以
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
意
味
を
推
量
し
、
日
本
の
語
に
翻
訳
し
直
し
、
文

字
に
一
々
和
訓
を
つ
け
て
通
用
し
来
れ
り
。
そ
の
和
訓
と
云
も
の
は
、
即
ち
字
義
に
し
て
、
又
和
語
也
。
文
字
の
音
と
云
も
の
は
、
日
本

に
て
は
畢
竟
い
ら
ぬ
も
の
、
元
よ
り
又
日
本
人
の
合
点
ゆ
か
ぬ
事
也
。　

・
す
べ
て
文
字
の
意
味
は
心
に
て
合
点
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
ゆ
へ
に
、
意
味
ま
で
は
ど
う
も
和
訓
に
つ
け
お
ほ
せ
ら
れ
ぬ
。
文
字
は
皆
大
概

に
和
訓
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
也
。

・
日
本
は
元
来
文
字
な
き
国
な
れ
ば
、
文
字
の
事
に
お
い
て
は
、
物
の
一
重
へ
だ
た
り
た
る
如
く
な
り
。

・
又
中
華
の
人
の
語
勢
を
と
く
と
合
点
せ
ね
ば
、
文
字
の
意
義
に
通
達
し
た
ば
か
り
に
て
は
、
又
書
が
読
ま
れ
ぬ
も
の
也
。

・
中
華
の
人
の
や
う
に
書
を
直
読
し
て
義
を
通
ず
る
事
は
、
日
本
人
の
意こ
こ
ろ
も
ち持で

い
る
内
は
、
な
ん
ぼ
で
も
合
点
の
ゆ
か
ぬ
と
云
事
は
、
天
性

語
勢
の
習な
ら
はせ
が
相
違
あ
れ
ば
也
。

・
中
華
人
の
語
勢
と
字
義
と
を
通
達
せ
ず
し
て
は
、
何
を
以
て
古
聖
賢
の
語
意
を
合
点
す
べ
き
ぞ
や
。

　

漢
文
を
読
む
と
き
、
中
国
人
の
よ
う
に
直
読
し
て
字
義
と
語
勢
（
語
順
の
意
）
を
把
握
し
て
文
章
の
義
理
を
合
点
す
る
。
景
山
は
漢
籍
を
読
む

こ
と
の
理
想
を
、
確
か
に
こ
こ
に
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
に
は
も
と
も
と
文
字
の
音こ
え

は
な
い
か
ら
、
漢
文
を
真
似
て
も
心
の
奥
底
か
ら

納
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
已
む
を
得
ず
、
日
本
通
用
の
語
を
も
っ
て
翻
訳
し
、
文
字
に
訓
を
つ
け
て
理
解
を
試
み
る
が
、
そ
の
和
訓
と
て
文

字
の
意
味
を
す
べ
て
補
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
漢
文
の
語
勢
を
わ
き
ま
え
、
字
義
を
心
で
理
解
す
る
し
か
方
法
は
な
い
。
訓
読
に
つ
い
て
の

景
山
の
考
え
は
、
大
略
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、
唐
音
に
よ
る
直
読
を
理
想
と
し
な
が
ら
「
文
義
ヲ
ダ
ニ
失
ハ
ズ
ハ
」
と
い
う
条
件
付
で
、
已
む
を
得
ず
訓
読
を
「
第
二
等
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法
」
と
し
て
認
め
た
徂
徠
・
春
台
の
消
極
的
訓
読
観
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
景
山
に
お
け
る
徂
徠
派
の
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
景
山
点
の
『
左
氏
伝
』
の
改
訓
は
、
そ
の
意
味
で
は
彼
独
自
の
訓
読
観
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な

い
。
た
だ
、
杏
庵
点
の
語
句
例
（
Ａ
～
Ｌ
）
と
の
比
較
で
は
、
引
用
例
が
少
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
し
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
景
山
点
の
『
左

伝
』
の
全
体
を
見
た
と
き
、
魯
堂
点
に
比
べ
て
杏
庵
点
の
名
残
の
多
い
の
が
目
に
つ
く
。
蘭
沢
点
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
村
北
海

の
述
べ
た
「
至
公
ノ
論
」
の
訓
読
観
に
先
立
っ
て
、
家
祖
に
和
刻
本
の
最
初
の
訓
点
者
（
杏
庵
）
を
持
つ
景
山
が
、
文
義
の
把
握
を
重
ん
ず
る
訓

読
界
の
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、
改
め
て
杏
庵
点
を
も
と
に
点
を
施
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
堀
家
後
裔
に
よ
る
新
し
い
訓
法
の
実
践
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
五
）

　

最
後
に
、
景
山
の
訓
読
観
と
宣
長
の
学
問
観
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
宣
長
が
景
山
の
も
と
で
漢
学
を
勉
強
し
た
の
は
、

二
十
三
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
の
約
五
年
半
で
あ
る
。
遊
学
を
終
え
帰
郷
し
て
ま
も
な
く
、
最
も
興
味
・
関
心
を
抱
く
歌
の
道
に
つ
い
て
、
自
ら

の
見
解
を
述
べ
る
べ
く
筆
を
起
こ
し
た
。
未
完
の
歌
論
書
『
排
蘆
小
船
』
で
あ
る
。
京
都
で
学
ん
だ
学
問
・
文
化
の
成
果
を
結
集
さ
せ
た
も
の

で
、
後
年
の
物
語
論
・
古
道
論
に
発
展
し
て
ゆ
く
思
想
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
論
点
の
中
心
と
な
る
和
歌
を
論
ず
る
と

き
、
宣
長
は
し
ば
し
ば
対
極
に
中
国
人
の
「
言
語
」
と
「
意
」
を
置
く
。
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
言こ
と

」
と
「
情こ
こ
ろ」

の
意
義
を
、
相
手
（
読
者
）
に

納
得
さ
せ
る
に
は
、
効
果
的
な
反
証
の
前
提
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

詩
ハ
唐
土
ノ
事
也
、
イ
カ
ニ
通
達
シ
タ
レ
ハ
ト
テ
、
人
ノ
国
吾
国
言
語
モ
通
セ
ヌ
事
ナ
ル
ヲ
、
意
ヲ
以
テ
シ
ヰ
テ
通
ス
ル
也
、
‥
‥
‥
サ
レ

ト
モ
モ
ト
ガ
根
カ
ラ
違チ
カ
フタ
事
ユ
ヘ
、
吾
国
ノ
事
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ユ
カ
ヌ
道
理
也
、
‥
‥
‥
此
方
ニ
テ
タ
ト
ヒ
イ
カ
ホ
ト
奥
旨
ニ
通
シ
テ
モ
、
韈

ヲ
ヘ
ダ
テ
テ
痒
ヲ
カ
ク
事
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
‥
‥
‥
毛
頭
チ
カ
ハ
ヌ
唐
人
ノ
詩
ニ
ナ
リ
テ
モ
、
第
一
ノ
声
音
カ
ラ
ガ
異
ナ
レ
ハ
、
詮
ナ
キ
ニ
似
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タ
リ
、
通
セ
ヌ
辞
ヲ
シ
ヰ
テ
意
ヲ
以
テ
通
シ
テ
、
ソ
ノ
辞
ニ
見
ナ
ラ
ヒ
テ
此
方
ニ
テ
作
リ
ツ
ラ
ヌ
ル
、
不
自
由
ナ
ル
事
也
、　�

（『
排
蘆

小
（
（（
（
船
』）

　

中
国
の
言
語
と
日
本
の
言
語
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る
。
多
義
を
有
す
る
文
字
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
ま
れ
つ
き
の
声

音
を
も
異
に
す
る
日
本
人
は
、「
意
」
を
も
っ
て
強
引
に
「
辞
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
言
語
体
系
が
全
く
別
な
日
本
人
に
は
、
借
り
物
で
あ

る
文
字
を
媒
体
と
す
る
漢
詩
文
で
そ
の
真
意
を
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
の
情
を
表
現
し
尽
く
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
宣

長
の
主
張
は
、『
不
尽
言
』
に
見
ら
れ
た
景
山
の
訓
読
観
の
根
底
に
流
れ
る
考
え
方
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
宣
長
随
筆
第
二
巻
（
筑
摩
版
全

集
第
十
三
巻
所
収
）
に
、「
右
以
屈
先
生
自
筆
不
尽
言
抜
書
之
者
也
」
と
し
て
、
主
に
和
歌
に
関
す
る
記
述
を
抜
書
し
て
い
る
。
宣
長
が
『
不
尽

言
』
を
借
覧
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
排
蘆
小
船
』
を
数
年
後
に
改
稿
し
た
『
石
上
私
淑
（
（（
（
言
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

歌
の
道
に
於ヲ
キ

て
は
、
今
に
い
た
る
迄
神
代
よ
り
い
ひ
来
れ
る
ふ
る
言コ
ト

を
た
ふ
と
む
事
な
れ
ば
、
何
事
も
詞
の
意
を
よ
く
〳
〵
考
ふ
べ
し
。
文

字
は
ま
つ
た
く
仮カ
リ

の
物
に
て
、
其
義
を
ふ
か
く
い
ふ
に
も
を
よ
ぶ
ま
じ
き
事
也
。
然
る
に
人
み
な
此
こ
と
は
り
を
わ
き
ま
へ
ず
、
文
字
を
主

と
し
て
、
古
言
を
ば
仮
の
物
の
や
う
に
こ
ゝ
ろ
え
て
、
よ
ろ
づ
を
い
ふ
故
に
ひ
が
事
お
ほ
し
。
か
の
和
訓
と
い
ふ
名
目
も
此
故
に
も
ち
ひ
あ

や
ま
れ
る
也
。
こ
れ
か
り
そ
め
の
事
に
似
た
れ
共
、
学
問
の
大
な
る
害
と
な
る
こ
と
お
ほ
き
故
に
、
今
く
は
し
く
弁
ず
る
也
。�

（
巻
一
）

　
「
文
字
」（
漢
字
）
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
本
来
、
仮
の
物
で
あ
る
。
そ
れ
を
中
心
に
置
い
て
、
日
本
人
の
詞
を
逆
に
仮
の
物
だ
と
す
る
考
え

は
本
末
転
倒
も
甚
だ
し
い
。「
和
訓
」
と
い
う
名
目
も
、
そ
の
意
味
で
は
誤
り
で
あ
る
。

　
「
文
字
」
を
主
、「
言コ
ト

」
を
従
と
す
る
世
間
一
般
の
考
え
方
は
、
学
問
を
す
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の

心
を
述
べ
る
歌
の
道
を
学
問
的
に
考
察
す
る
と
き
に
は
、
日
本
古
来
の
「
言コ
ト

」
を
主
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
宣
長
は
、
借
り
物
の
「
文
字
」
で
は

な
く
、
わ
が
国
固
有
の
「
言
」
を
介
し
て
、
日
本
の
「
事
」
と
「
意
」
の
解
明
に
あ
た
る
方
向
に
目
を
向
け
始
め
る
。

　

宣
長
の
学
問
は
、
前
半
生
に
唱
え
た
和
歌
・
物
語
論
か
ら
、
後
半
生
に
展
開
す
る
古
道
論
へ
と
深
化
し
て
ゆ
く
。
論
ず
る
上
で
一
貫
し
て
機



宣長手沢本『春秋経伝集解』

— 139 —

軸
と
し
た
の
は
、「
言
」
を
重
視
し
て
文
章
の
義
理
を
正
し
く
読
解
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
宣
長
に
は
、
文
章
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め

の
、「
言
」
に
対
す
る
強
い
信
念
と
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
。
宣
長
が
先
賢
の
学
問
の
中
で
、
特
に
国
学
者
契
沖
（
一
六
四
〇
～
一
六
七
四
）
の
学

を
高
く
評
価
す
る
の
は
、
古
言
を
重
ん
ず
る
文
献
学
的
方
法
に
よ
る
学
問
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
契
沖
学
を

宣
長
に
紹
介
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
景
山
で
あ
る
。
契
沖
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
樋
口
宗
武
（
一
六
七
四
～
一
七
五
四
）
と
は
か
っ
て
契
沖
の
著

『
百
人
一
首
改
観
抄
』
を
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
刊
行
し
た
の
は
こ
の
景
山
で
あ
る
。
景
山
は
、
字
義
・
語
勢
を
重
ん
じ
た
漢
学
の
分
野
の

み
な
ら
ず
、
和
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
言
語
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
一
家
言
を
有
す
る
学
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
漢
語
と
和
語
に
つ
い

て
合
理
的
な
考
え
を
も
つ
景
山
の
も
と
で
、
宣
長
は
、
学
問
に
対
す
る
取
り
く
み
方
の
基
本
を
学
ん
で
い
た
。

　　
　
　
　

お
わ
り
に

　　

宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
お
い
て
、
塗
沫
さ
れ
、
ま
た
新
た
に
書
き
込
ま
れ
た
杏
庵
点
・
明
霞
点
・
景
山
点
の
三
者
三
様
の
訓
点
の

あ
り
様
は
、
中
国
人
の
文
章
を
日
本
人
が
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
宣
長
に
と
っ
て
、
景
山
の
改
訓
を
丹
念

に
書
き
入
れ
る
作
業
は
、
和
訓
の
難
し
さ
を
説
く
『
不
尽
言
』
の
教
え
を
身
を
も
っ
て
知
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
儒
学
者
景
山
の
言
語

観
は
、
後
年
、
学
問
の
対
象
を
日
本
人
と
日
本
語
に
向
け
る
国
学
者
本
居
宣
長
を
生
み
出
す
大
き
な
土
壌
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）　

諸
書
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
景
山
の
著
作
は
数
多
い
。
し
か
し
、
杏
庵
以
来
の
堀
家
の
家
訓
と
も
思
わ
れ
る
が
、
代
々
広
島
・
尾
張
の
二
藩
に
儒
者
と
し
て
仕
え

た
後
裔
の
著
作
の
板
刻
は
皆
無
に
等
し
い
。
景
山
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
広
島
藩
国
家
老
に
宛
て
た
意
見
書
を
一
書
に
ま
と
め
た
『
不
尽
言
』
が
転
写
本
で
数

本
今
日
伝
わ
る
だ
け
で
、
自
筆
稿
本
を
含
め
、
景
山
の
書
は
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
景
山
の
訓
読
法
の
実
際
は
、
か
ろ
う
じ
て
本
稿
で
と
り
上
げ
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る
宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
通
し
て
の
み
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）　

拙
稿
「
宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
版
本
考―

慶
長
古
活
字
版
に
つ
い
て
ー
」（『
日
本
文
学
会
誌
』
第
十
九
号
・
平
成
十
九
年
三
月
）
参
照
。

（
３
）　
『
倭
読
要
領
』　

勉
誠
社
文
庫
66
・（
昭
和
五
十
四
年
八
月
刊　

勉
誠
社
）
に
よ
る
。

（
４
）　

江
戸
時
代
の
訓
読
の
発
達
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
た
。
鈴
木
直
治
『
中
国
語
と
漢
文―

訓
読
の
原
則
と
漢
語
の
特
徴―

』（
中
国

語
研
究
学
習
双
書
12
・
昭
和
五
〇
年
九
月
刊　

光
生
館
）、
大
島
晃
「
江
戸
時
代
の
訓
法
と
現
代
の
訓
法
」（『
講
座
日
本
語
学
』
７
文
体
史
Ⅰ
・
昭
和
五
十
七
年

八
月
刊　

明
治
書
院
）、
村
上
雅
孝
『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』（
平
成
十
年
三
月
刊　

明
治
書
院
）、
村
上
雅
孝
『
近
世
漢
字
文
化
と
日
本
語
』（
平
成
十
七

年
五
月
刊　

お
う
ふ
う
）。

（
５
）　
「
対
客
論
文
」
日
本
儒
林
叢
書
・
第
四
巻
論
弁
部
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
刊　

鳳
出
版
）
に
よ
る
。

（
６
）　
『
授
業
編
』
十
巻
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
序
説
を
付
し
て
、
天
明
三
年
に
上
梓
さ
れ
た
。
引
用
は
、
日
本
教
育
文
庫―

学
校
篇―

（
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
刊
）
に
よ
る
。

（
７
）　

徳
田
武
「
宇
野
明
霞
の
訓
法
の
悲
劇
」（『
江
戸
漢
学
の
世
界
』　

平
成
二
年
七
月
刊　

ぺ
り
か
ん
社　

所
収
）。
斎
藤
文
俊
「
漢
文
訓
読
史
上
の
佐
藤
一
斎
と
宇

野
明
霞
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
102
輯　

平
成
十
一
年
三
月
）
参
照
。

（
８
）　

景
山
と
明
霞
（
一
六
九
八
～
一
七
四
五
）
は
、
生
き
た
時
代
と
場
所
（
京
都
）
を
同
じ
く
す
る
。
享
保
十
五
年
四
月
、
景
山
は
宇
野
明
霞
、
石
川
麟
洲
、
栗
原

文
蔵
と
『
太
平
記
』
巻
二
に
登
場
す
る
阿
新
丸
（
藤
原
国
光
）
の
伝
の
漢
訳
文
を
作
っ
て
い
る
（『
日
野
阿
新
伝
』）。
明
霞
の
漢
訳
文
は
、「
書
藤
原
国
光
事
」
と

題
し
て
、『
明
霞
先
生
遺
稿
』
巻
七
に
訓
点
を
付
し
て
収
め
る
。

（
９
）　

上
野
賢
知
『
春
秋
左
氏
伝
雑
考
』（「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
二
輯　

昭
和
三
十
四
年
三
月
刊　

東
洋
文
化
研
究
所
）
の
第
二
部
に
収
め
る
。

（
10
）　

上
野
賢
知
『
日
本
左
伝
研
究
著
述
年
表
』（
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
刊
、
東
洋
文
化
研
究
所
）
二
十
二
頁
に
、「
春
秋
左
伝
注
疏
六
十
一
巻
・
二
十
冊
、
句
読
訓

点
付
、
寛
文
頃
の
本
屋
松
会
三
四
郎
板
行
の
由
、
斎
藤
琳
琅
閣
主
人
の
談
」
と
あ
る
。

（
11
）　

天
理
大
学
附
属
図
書
館
古
義
堂
文
庫
蔵
。
寛
永
八
年
跋
刊
の
後
印
本
で
、
三
十
巻
十
五
冊
。
首
巻
の
み
東
所
が
補
す
。
東
涯
の
改
訓
は
、
古
点
を
離
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
は
後
述
す
る
景
山
点
に
近
い
。

（
12
）　

前
掲
『
春
秋
左
氏
伝
雑
考
』
二
十
六
頁
。

（
13
）　
（　

）
内
の
読
み
は
、
私
に
補
う
。

（
14
）　
『
春
秋
経
伝
集
解
』　

和
刻
本
経
書
集
成
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
刊
、
汲
古
書
院
）
第
七
輯
。

（
15
）　

諸
論
は
、
注
４
に
あ
げ
た
『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』
に
収
め
ら
れ
る
が
、
と
く
に
第
三
章
第
三
節
「
林
羅
山
訓
点
『
毛
詩
注
疏
』
の
和
訓
の
性
格
と
そ

の
意
義
」（
三
三
六
頁
～
）
に
、『
十
三
経
注
疏
』
の
羅
山
に
お
け
る
意
義
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）　

林
羅
山
手
校
本
『
春
秋
左
伝
注
疏
』
六
十
巻
二
十
冊
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
万
暦
刊
本
。

（
17
）　

清
原
宣
賢
点
『
春
秋
経
伝
集
解
』　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
。
刊
本
・
写
本
の
合
綴
で
、
存
巻
は
11
～
30
の
二
十
冊
で
あ
る
。

（
18
）　
『
羅
山
林
先
生
集
附
録
』
万
治
二
年
跋
刊
本
。
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
。
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（
19
）　
『
五
経
白
文
』　

和
刻
本
経
書
集
成
（
昭
和
五
十
一
年
一
月
刊　

汲
古
書
院
）
第
一
輯
所
収
。

（
20
）　
『
点
例
』
益
軒
全
集
（
益
軒
全
集
刊
行
部
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
刊
）
巻
一
に
よ
る
。

（
21
）　
『
物
屈
論
文
書
』
写
本
一
冊
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
。

（
22
）　

村
上
雅
孝
「
荻
生
徂
徠
の
訓
読
観
」（『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』
26
号　

昭
和
五
十
五
年
二
月
）
に
「
第
二
等
法
」
に
着
目
し
た
詳
し
い
考
察
が
あ

る
。

（
23
）　

村
上
雅
孝
「
山
崎
嘉
点
の
性
格
」（『
文
芸
研
究
』
昭
和
五
十
一
年
六
月
）
参
照
。

（
24
）　

那
波
魯
堂
点
『
春
秋
左
氏
伝
』
宝
暦
五
年
刊　

三
十
巻
十
五
冊
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
25
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
99
（
平
成
十
二
年
三
月
刊　

岩
波
書
店
）
所
収
本
に
よ
る
。

（
26
）　

本
居
宣
長
全
集
第
二
巻
所
収
。
昭
和
四
十
三
年
九
月
刊　

筑
摩
書
房
。

（
27
）　

同
右

〔
付
記
〕

　
　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
関
係
諸
機
関
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　


